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1．はじめに
　日本産科婦人科学会では1998年10月に「着床前
診断に関する見解」を発表した．本法は重篤な遺伝
性疾患に限り臨床研究として着床前診断を実施す
ることを容認し，着床前診断に関する審査小委員
会で 1症例毎に審査してきた．その後，2006 年 2
月に染色体転座に起因する習慣流産も着床前診断
の対象に加え2010年6月には見解を改定し，「本法
は，原則として重篤な遺伝性疾患児を出産する可
能性のある，遺伝子変異ならびに染色体異常を保
因する場合に限り適用される．但し，重篤な遺伝
性疾患に加え，均衡型染色体構造異常に起因する
と考えられる習慣流産（反復流産を含む）も対象と
する」とした．今回，2016 年 3 月までの審査の集
計結果をまとめたのでここに報告する．
　さらに，各実施施設から年度ごとに報告される

認可症例の実施成績についても集計したので，併
せて報告する．

2．対象と方法
　1995 年 5 月から 2015 年 3 月までに本会に着床
前診断の申請があった症例の審査結果を集計し
た．また，各実施施設から年度ごとに報告される
認可症例の検査胚数，移植胚数，妊娠転帰などの
実施成績についても集計した．なお，結果の判明
が翌年度以降となり今回の報告に含まれない場合
があるため，成績の評価には一定の限界があるこ
とに注意されたい．
3．1999～2015 年度分の着床前診断の認可状況
表 1	 年度別申請・許可数
表 2	 年度別遺伝性疾患の認可数
4．2005～2015 年度分の着床前診断の実施成績
表 3	 年度別実施数
表 4	 妊娠の転帰
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